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はじめに

ここでは、『CiscoMDS9000 Series ConfigurationGuideを使用している対象読者、構成、および
表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。次のセ

クションを含んでいます：

•対象読者（vページ）
•表記法（vページ）
•マニュアルに関するフィードバック（viiページ）
•関連資料（viiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（viiページ）

対象読者
このマニュアルは、CiscoMDS9000シリーズスイッチの設置、構成、および維持に携わるネッ
トワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン

フォントで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、mds-docfeedback@cisco.comよりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いい
たします。

関連資料
Cisco MDS 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります:

https://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/series.html

ドキュメントロードマップ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/rel90.html

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によって求めるビジネス成果を得るには、CiscoServices [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Cisco MDS 9000シリーズインテリジェントストレージサービス構成ガイド、リリース 9.x
vii

はじめに

マニュアルに関するフィードバック

mailto:mds-docfeedback@cisco.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/series.html#~tab-documents
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/rel90.html
https://engage2demand.cisco.com/LP=6097?oid=pcuxa003033
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/
https://www.ciscopress.com
https://connectthedots.cisco.com/connectdots/serviceWarrantyFinderRequest?fl=wf


シスコバグ検索ツール

シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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C H A P T E R 1
変更点

『CiscoMDSNX-OSリリース 8.1（1）の CiscoMDS 9000ファミリNX-OSインテリジェントス
トレージサービス構成ガイド』には新機能はありません。
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C H A P T E R 2
インテリジェントストレージサービス概

要

Cisco MDS 9000 NX-OSソフトウェアは、効率的なストレージエリアネットワーク管理を可能
にするインテリジェントストレージサービスをサポートします。インテリジェントストレー

ジサービスは、Small Computer System Interface（SCSI）フローサービス、SCSIフロー統計情
報、ファイバチャネル書き込みアクセラレーション（FC-WA）などのストレージサービスモ
ジュール（SSM）で使用可能な機能です。

これらの機能は、指定されたイニシエータとターゲットのペアの SCSI I/Oフローを識別しま
す。この情報は、指定されたイニシエータとターゲットのペアの詳細な I/O統計情報を収集す
るために FC-WA機能によって使用されます。FC-WA機能は、長距離での I/Oの遅延を減らし
ます。収集された詳細な I/O統計情報を使用して、イニシエータとターゲットのペアのスト
レージパフォーマンスを評価できます。

この章は、次の項で構成されています。

• SCSI, on page 3
•ファイバチャネル書き込みアクセラレーション, on page 4

SCSI
Small Computer System Interface（SCSI）機能により、ストレージネットワークリソースの使用
率が向上し、個別の並列WANおよびMANインフラストラクチャが不要になります。ユーザー
は、既存の IPネットワーク上のストレージネットワークにホストを接続できます。この機能
はデータ転送に TCP/IPを使用するため、データはイーサネットなどの既存の IPベースのホス
ト接続です。

このマニュアルの各章では、次の機能について説明します。

• [SCSIフローサービス（SCSIFlowServices）]：SCSIイニシエータおよびターゲットによっ
て使用される SCSIフローサービス。SCSIフローサービスは、SSMで統計情報を収集す
るための書き込みアクセラレーションやフローモニタリングなど、SCSIフローの拡張機
能を提供します。
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• [SCSIフロー統計情報（SCSI Flow Statistics）]：SCSIイニシエータとターゲットの任意の
組み合わせについて収集できる統計情報です。収集される統計には、SCSI読み取り、SCSI
書き込み、SCSIコマンド、およびエラー統計が含まれます。

SCSIフローサービスと統計情報の構成については、

ファイバチャネル書き込みアクセラレーション
ファイバチャネル書き込みアクセラレーション（FC-WA）は、アプリケーションの遅延を最
小限に抑え、長距離での 1秒あたりのトランザクション数を削減します。同期データレプリ
ケーションの場合、FC-WAはレプリケーションの距離を増やすか、または効果的な遅延を減
らしてパフォーマンスを向上させます。この機能を利用するには、発信側デバイスとターゲッ

トデバイスの両方を SSMに直接接続する必要があります。

ファイバチャネル書き込みアクセラレーションの構成については、

Cisco MDS 9000シリーズインテリジェントストレージサービス構成ガイド、リリース 9.x
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C H A P T E R 3
SCSIフローサービスと統計の構成

この章では、ストレージサービスモジュール（SSM）でサポートされるインテリジェントス
トレージサービス機能、SCSIフローサービス、および SCSIフロー統計情報について説明し
ます。

この章は、次の項で構成されています。

• SCSIフローサービス, on page 5
• SCSIフロー統計, on page 10
• SCSIフロー統計情報の表示, on page 11
•デフォルト設定, on page 14

SCSIフローサービス
SCSIイニシエータとターゲットの組み合わせは、SCSIフローです。SCSIフローサービスは、
SSMで取得した統計情報の書き込みアクセラレーションやフローモニタリングなど、SCSIフ
ローの拡張機能を提供します。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

SCSIフローサービスについて
SCSIフローサービス機能アーキテクチャは、次のコンポーネントで構成されています：

•スーパーバイザ上の SCSIフローマネージャ（SFM）：SFMはスーパーバイザモジュー
ル上に存在し、SCSIフローの構成を処理して検証し、設定情報を適切な SSMにリレーし
ます。また、外部イベントによる SCSIフローのステータスの動的変更を処理し、さまざ
まな操作によって発生する変更を登録します。

•スーパーバイザの SCSIフロー構成 CLI：SFCCは SSMの CPPに存在します。SFMからフ
ロー構成要求を受信し、イニシエータとターゲットポートインターフェイスに対応する

DPPをプログラムし、SFMを構成リクエストのステータスで応答します。
• SSMのコントロールパスプロセッサ（CPP）上の SCSIフロー構成クライアント。
• SSMのデータパスプロセッサ（DPP）での SCSIフローフィーチャセットのサポート：
SSMの DPPは、イニシエータとターゲット間のすべてのメッセージを検査し、ファイバ

Cisco MDS 9000シリーズインテリジェントストレージサービス構成ガイド、リリース 9.x
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チャネルの書き込みアクセラレーションや統計情報のモニタリングなどの SCSIフロー機
能を提供します。

SCSIターゲットとイニシエータは、異なるスイッチ上の異なる SSMに接続する必要がありま
す。

Note

統計情報モニタリングの場合、ターゲットデバイスを SSMに接続する必要はありません。Note

SCSIフローマネージャ

SCSIフローマネージャ（SFM）は、スーパーバイザモジュール上に常駐し、SCSIフローの構
成を処理して検証し、構成情報を適切な SSMにリレーします。また、外部イベントによる
SCSIフローのステータスの動的変更も処理します。SFMは、ポートのアップまたはダウン、
VSANの一時停止、SCSIフローステータスに影響するゾーン分割などの操作の結果として生
じるイベントを登録し、それに応じてフローステータスと構成を更新します。

イニシエータの SFMは、Cisco Fabric Services（CFS）を使用してターゲット側のピアと通信し
ます。ピア通信により、イニシエータ SFMはターゲット側のターゲットパラメータとプログ
ラム情報を検証できます。

SCSIフロー構成クライアント

SCSIフロー構成クライアント（SFCC）は、SSMの CPP上に存在します。SFMからフロー構
成要求を受信し、イニシエータとターゲットポートインターフェイスに対応するDPPをプロ
グラムし、SFMを構成リクエストのステータスで応答します。

SCSIフローデータパスのサポート

SSM上の DPPは、イニシエータとターゲット間のすべてのメッセージを調べ、ファイバチャ
ネルの書き込みアクセラレーションや統計情報のモニタリングなどの SCSIフロー機能を提供
します。

SCSIフローサービス構成
SCSIフロー仕様は、次の属性で構成されます：

• SCSIフロー ID
• VSAN ID
• SCSIイニシエータポートWWN
• SCSIターゲットポートWWN
•ファイバチャネル書き込みアクセラレーションと統計モニタリングで構成されるフロー
フィーチャセット。

Cisco MDS 9000シリーズインテリジェントストレージサービス構成ガイド、リリース 9.x
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SCSIフロー仕様は、SCSIイニシエータとターゲットがファブリック全体にある 2つの異なる
スイッチ上の SSMに物理的に接続されている可能性があるため、分散構成です。構成には、
イニシエータまたはターゲットのスイッチ名または SSMスロットの位置を識別するための情
報は必要ありません。手動SCSIフロー構成は、イニシエータ側でのみ実行されます。これは、
この構成プロセスを簡略化します。イニシエータスイッチは、CFSを使用してターゲットス
イッチの SFMに構成を送信します。ターゲットスイッチで SCSIフローを構成する必要はあ
りません。

インテリジェントストレージサービスについて

インテリジェントストレージサービスは、ストレージサービスモジュール（SSM）でサポー
トされる機能です。Cisco MDS SAN-OS Release 2.0（2b）以降、または Cisco NX-OS 4.1.（1）
でサポートされるインテリジェントストレージサービスには、次のものが含まれます。

• SCSIフローサービス
• SCSIフロー統計情報

Cisco MDS SAN-OSリリース 2.1（1a）以降、または Cisco NX-OS 4.1（1）では、SSM機能用
にポートのサブセットをプロビジョニングできます。ポート範囲は4の倍数にする必要があり
ます（たとえば、fc4/1～ fc4-12）。SSM全体または 4つのインターフェイスのグループで、
SCSIフローサービスをイネーブルにできます。

インターフェイスでの SCSIフローサービスの有効化には、次の制約事項があります：

•有効にできるインターフェイスの最小数は 4です。fc1～ fc4は指定できますが、fc1～ fc2
は指定できません。

•グループの最初のインターフェイスは、1、5、9、13、17、21、25、または29である必要
があります。fc5～ fc8を指定できますが、fc7～ fc10は指定できません。

• 4つのインターフェイスのグループは、連続している必要はありません。fc1～ fc8および
fc17～ fc20を指定できます。

ファイバチャネル書き込みアクセラレーションは、SSM上のインターフェイスのグループで
はなく、SSM全体でのみプロビジョニングできます。

Note

SCSIフローサービスを有効化

SUMMARY STEPS

1. switch# config t
2. switch(config)# ssm enable feature scsi-flow module 2
3. switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow module 2
4. switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow force module 2
5. switch(config)# ssm enable feature scsi-flow interface fc 2/5 - 8
6. switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow interface fc 2/5 - 8
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7. switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow force interface fc 2/5 - 8

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# config t

Example:

ステップ 1

switch(config)#

スロット 2の SSMで SCSIフローサービスを有効に
します。

switch(config)# ssm enable feature scsi-flow module 2ステップ 2

スロット 2の SSMで SCSIフローサービスを無効に
します。デフォルトではディセーブルになっていま

す。

switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow module
2

ステップ 3

スイッチに、スロット 2の SSMで SCSIフローサー
ビスを無効にします。デフォルトではディセーブル

になっています。

switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow force
module 2

ステップ 4

スロット2のSSMのインターフェイス5～8でSCSI
フローサービスを有効にします。

switch(config)# ssm enable feature scsi-flow interface
fc 2/5 - 8

ステップ 5

Note
インターフェイスは、ポート 1、5、9、13、17、
21、25、および 29から始まる 4の倍数で指定する
必要があります。

スロット2のSSMのインターフェイス5～8でSCSI
フローサービスを無効にします。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow interface
fc 2/5 - 8

ステップ 6

スイッチに、スロット 2の SSMのインターフェイ
ス 5～ 8で SCSIフローサービスを無効にします。

switch(config)# no ssm enable feature scsi-flow force
interface fc 2/5 - 8

ステップ 7

SCSIフロー流通を有効化
CFSを使用して SCSIフロー構成の配信を有効にするには、次の手順を実行します：

SUMMARY STEPS

1. switch# config t
2. switch(config)# scsi-flow distribute
3. switch(config)# no scsi-flow distribute
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# config t

Example:

ステップ 1

switch(config)#

CFSを介した SCSIフロー構成の配信を有効にしま
す。デフォルトでは有効になっています。

switch(config)# scsi-flow distributeステップ 2

SCSIフロー構成の CFS配信を無効にします。switch(config)# no scsi-flow distributeステップ 3

SCSIフローサービスを構成
SCSIフロー IDは、VSAN IDなどのスイッチ上で一意であり、ユーザによって選択されます。
SCSIフロー IDを構成するには、次の手順を実行します：

SUMMARY STEPS

1. switch# config t
2. switch(config)# scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2 initiator-pwwn 21:00:00:e0:8b:07:5f:aa

target-vsan 4 target-pwwn 2a:20:00:05:30:00:77:e0
3. switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# config t

Example:

ステップ 1

switch(config)#

イニシエータとターゲットのpWWNを使用してSCSI
フロー識別子 3を構成します。フロー識別子範囲
は、1から 65535です。

switch(config)# scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2
initiator-pwwn 21:00:00:e0:8b:07:5f:aa target-vsan 4
target-pwwn 2a:20:00:05:30:00:77:e0

ステップ 2

SCSIフロー識別子 3を削除します。switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2ステップ 3
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SCSIフロー統計
このセクションは、次のトピックで構成されています。

SCSIフロー統計について
SCSIフローについて収集できる統計情報は次のとおりです：

• SCSI読み取り

• I/Oの数
• I/Oブロック数
•最大 I/Oブロック
• I/Oの最小応答時間
• I/Oの最大応答時間

• SCSI書き込み

• I/Oの数
• I/Oブロック数
•最大 I/Oブロック
• I/Oの最小応答時間
• I/Oの最大応答時間

•その他の SCSIコマンド（読み取りまたは書き込み以外）

•テストユニットの準備完了
•リポート LUN
•問い合わせ
•読み取りキャパシティ
•モードセンス
•要求センス

•エラー

•タイムアウトの回数
• I/Oエラーの数
•さまざまな SCSIステータスイベントの数
•さまざまな SCSIセンスキーエラーまたはイベントの数

この機能を利用するには、イニシエータだけを SSMに直接接続する必要があります

SCSIフロー統計機能を使用するには、イニシエータスイッチにのみエンタープライズパッ
ケージライセンスがインストールされている必要があります。

Note

Cisco MDS 9000シリーズインテリジェントストレージサービス構成ガイド、リリース 9.x
10

SCSIフローサービスと統計の構成

SCSIフロー統計



SCSIフロー統計情報の場合、ターゲットはファブリック内の他のスイッチに接続できますが、
イニシエータは Cisco MDSスイッチ上の SSMに接続する必要があります。SCSIフローイニ
シエータとターゲットは同じスイッチに接続できません。

Note

SCSIフロー統計の構成
このセクションは、次のトピックで構成されています。

SCSIフロー統計の有効化

SUMMARY STEPS

1. switch# config t
2. switch(config)# scsi-flow flow-id 3 statistics
3. switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 statistics

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# config t

Example:

ステップ 1

switch(config)#

SCSIフロー ID 3の統計モニタリングを有効にしま
す。

switch(config)# scsi-flow flow-id 3 statisticsステップ 2

SCSIフロー ID3の統計情報モニタリングをディセー
ブルにします。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 statisticsステップ 3

SCSIフロー統計のクリア

SCSIフロー統計情報の表示
show scsi-flowコマンドを使用して、SCSIフローサービスに関する情報を表示します。

switch# show ssm provisioning
Module Ports Application Provisioning Status
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-----------------------------------------------------------
4 1-32 scsi-flow success

次に、すべての SCSIフロー IDの SCSIフローサービス構成を表示する例を示します：

switch# show scsi-flow
Flow Id: 3

Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:7f:7d
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------

Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success

Statistics enabled
Configuration Status: success

Flow Id: 4
Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:a7:89
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------

Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success

次に、特定の SCSIフロー IDの SCSIフローサービス構成を表示する例を示します：

switch# show scsi-flow flow-id 3
Flow Id: 3

Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:7f:7d
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------

Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success
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Statistics enabled
Configuration Status: success

次に、すべての SCSIフロー IDの SCSIフローサービス統計情報を表示する例を示します：

switch# show scsi-flow statistics
Stats for flow-id 4 LUN=0x0000
------------------------------
Read Stats
I/O Total count=2
I/O Timeout count=0
I/O Total block count=4
I/O Max block count=2
I/O Min response time=5247 usec
I/O Max response time=10160 usec
I/O Active Count=0
Write Stats
I/O Total count=199935
I/O Timeout count=0
I/O Total block count=12795840
I/O Max block count=64
I/O Min response time=492 usec
I/O Max response time=10056529 usec
I/O Active Count=16
Non Read-Write Stats
Test Unit Ready=4
Report LUN=38
Inquiry=50
Read Capacity=3
Mode Sense=0
Request Sense=0
Total Stats
Rx Frame Count=3792063
Rx Frame Byte Count=6549984752
Tx Frame Count=3792063
Tx Frame Byte Count=6549984752
Error Stats
SCSI Status Busy=0
SCSI Status Reservation Conflict=0
SCSI Status Task Set Full=0
SCSI Status ACA Active=0
Sense Key Not Ready=0
Sense Key Medium Error=0
Sense Key Hardware Error=0
Sense Key Illegal Request=0
Sense Key Unit Attention=28
Sense Key Data Protect=0
Sense Key Blank Check=0
Sense Key Copy Aborted=0
Sense Key Aborted Command=0
Sense Key Volume Overflow=0
Sense Key Miscompare=0

次に、特定の SCSIフロー IDの SCSIフローサービス統計情報を表示する例を示します：

switch# show scsi-flow statistics flow-id 4
Stats for flow-id 4 LUN=0x0000
------------------------------
Read Stats
I/O Total count=2
I/O Timeout count=0
I/O Total block count=4
I/O Max block count=2
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I/O Min response time=5247 usec
I/O Max response time=10160 usec
I/O Active Count=0
Write Stats
I/O Total count=199935
I/O Timeout count=0
I/O Total block count=12795840
I/O Max block count=64
I/O Min response time=492 usec
I/O Max response time=10056529 usec
I/O Active Count=16
Non Read-Write Stats
Test Unit Ready=4
Report LUN=38
Inquiry=50
Read Capacity=3
Mode Sense=0
Request Sense=0
Total Stats
Rx Frame Count=3792063
Rx Frame Byte Count=6549984752
Tx Frame Count=3792063
Tx Frame Byte Count=6549984752
Error Stats
SCSI Status Busy=0
SCSI Status Reservation Conflict=0
SCSI Status Task Set Full=0
SCSI Status ACA Active=0
Sense Key Not Ready=0
Sense Key Medium Error=0
Sense Key Hardware Error=0
Sense Key Illegal Request=0
Sense Key Unit Attention=28
Sense Key Data Protect=0
Sense Key Blank Check=0
Sense Key Copy Aborted=0
Sense Key Aborted Command=0
Sense Key Volume Overflow=0
Sense Key Miscompare=0

デフォルト設定
Table 1:インテリジェントストレージサービスパラメータのデフォルト , on page 14に、SCSI
フローサービスおよび SCSIフロー統計情報パラメータのデフォルト設定を示します。

Table 1:インテリジェントストレージサービスパラメータのデフォルト

デフォルトパラメータ

無効（Disabled）SCSIフローサービス

有効（Enabled）SCSIフローサービスの配信

ディセーブルSCSIフロー統計
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C H A P T E R 4
ファイバチャネル書き込みアクセラレー

ションを構成

この章では、ファイバチャネル書き込みアクセラレーション（FC-WA）機能について説明し
ます。これには、Cisco NX-OSでこの機能を有効にする方法も含まれます。

この章は、次の項で構成されています。

•ファイバチャネル書き込みアクセラレーションについて, on page 15
•ファイバチャネル書き込みアクセラレーションの有効化, on page 16
•ファイバチャネル書き込みアクセラレーション情報の表示, on page 17
•デフォルト設定, on page 18

ファイバチャネル書き込みアクセラレーションについて
ファイバチャネル書き込みアクセラレーションは、アプリケーションの遅延を最小限に抑え、

長距離での1秒あたりのトランザクション数を削減します。同期データレプリケーションの場
合、ファイバチャネル書き込みアクセラレーションは、レプリケーションの距離を増やすか、

または効果的な遅延を減らしてパフォーマンスを向上させます。この機能を使用すると、バッ

ファカウントを構成し、SCSIフロー用にターゲット側 DPPで予約されている 2 KBバッファ
の数を変更することもできます。

この機能を利用するには、発信側デバイスとターゲットデバイスの両方を SSMに直接接続す
る必要があります。

ファイバチャネル書き込みアクセラレーション機能では、バッファカウントを構成すること

もできます。SCSIフロー用にターゲット側の DPPで予約されている 2 KBバッファの数を変
更できます。

次の式を使用して、構成するバッファの数を見積もることができます。

（同時 SCSI書き込み数 * SCSI書き込みサイズ（バイト））/FCPデータフレームサイズ（バ
イト）
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たとえば、HDS 9970間の HDS TrueCopyは 1 KBの FCPデータフレームを使用します。15ト
ラック、または LUNあたり 768 KBの 16 LUN TrueCopyグループの初期同期を実行します。
これには、約 16*（768*1024）/1024または 12248の書き込みバッファが必要です。

ファイバチャネル書き込みアクセラレーション機能を使用するには、イニシエータスイッチ

とターゲットスイッチの両方に Enterprise Packageライセンスがインストールされている必要
があります。

Note

イニシエータとターゲットを同じCiscoMDSスイッチに接続することはできません。ファイバ
チャネル書き込みアクセラレーションでは、イニシエータとターゲットがそれぞれ異なるCisco
MDSスイッチにインストールされている SSMモジュールに接続する必要があります。

Note

ファイバチャネル書き込みアクセラレーションの有効化

SUMMARY STEPS

1. switch# config t
2. switch(config)# ssm enable feature scsi-flow module 2
3. switch(config)# scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2 initiator-pwwn 21:00:00:e0:8b:07:5f:aa

target-vsan 4 target-pwwn 2a:20:00:05:30:00:77:e0
4. switch(config)# scsi-flow distribute
5. switch(config)# scsi-flow flow-id 3 write-acceleration
6. switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 write-acceleration
7. switch(config)# scsi-flow flow-id 3 write-acceleration buffer 2048
8. switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 write-acceleration buffer 1024

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# config t

Example:

ステップ 1

switch(config)#

スロット 2の SSMで SCSIフローサービスを有効に
します。

switch(config)# ssm enable feature scsi-flow module 2ステップ 2

Note
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PurposeCommand or Action

ファイバチャネル書き込みアクセラレーションは、

インターフェイスのグループではなく、SSM上の
すべてのインターフェイスでのみ構成できます。

イニシエータとターゲットのpWWNを使用してSCSI
フロー識別子 3を構成します。フロー識別子範囲
は、1から 65535です。

switch(config)# scsi-flow flow-id 3 initiator-vsan 2
initiator-pwwn 21:00:00:e0:8b:07:5f:aa target-vsan 4
target-pwwn 2a:20:00:05:30:00:77:e0

ステップ 3

SCSIフローの CFS配信を有効にします。switch(config)# scsi-flow distributeステップ 4

Note
SCSIフローには CFS構成コミット操作は必要あり
ません。SCSIフローマネージャは、ターゲットの
検証に CFSを使用します。

SCSIフロー ID 3のファイバチャネル書き込みアク
セラレーションを有効にします。

switch(config)# scsi-flow flow-id 3 write-accelerationステップ 5

SCSIフロー ID 3の SCSIフロー書き込みアクセラ
レーションを無効にします。デフォルトではディ

セーブルになっています。

switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 write-accelerationステップ 6

SCSIフロー ID 3のファイバチャネル書き込みアク
セラレーションを有効にし、バッファの数を 2048
に設定します。範囲は 0～ 40000です。

switch(config)# scsi-flow flow-id 3 write-acceleration
buffer 2048

ステップ 7

書き込みアクセラレーションバッファのデフォルト

数に戻します。デフォルトは 1024です。
switch(config)# no scsi-flow flow-id 3 write-acceleration
buffer 1024

ステップ 8

ファイバチャネル書き込みアクセラレーション情報の表

示
ファイバチャネル書き込みアクセラレーション構成のステータスに関する情報を表示するに

は、 show scsi-flowコマンドを使用します。

次に、すべての SCSIフロー IDのファイバチャネル書き込みアクセラレーション設定を表示
する例を示します：

switch# show scsi-flow
Flow Id: 3

Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:7f:7d
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------
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Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success

Statistics enabled
Configuration Status: success

Flow Id: 4
Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:a7:89
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------

Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success

Statistics enabled
Configuration Status: success

次に、特定の SCSIフロー IDのファイバチャネル書き込みアクセラレーション設定を表示す
る例を示します：

switch# show scsi-flow flow-id 3
Flow Id: 3

Initiator VSAN: 101
Initiator WWN: 21:00:00:e0:8b:05:76:28
Target VSAN: 102
Target WWN: 21:00:00:20:37:38:7f:7d
Target LUN: ALL LUNs
Flow Verification Status:
-------------------------

Initiator Verification Status: success
Target Verification Status: success
Initiator Linecard Status: success
Target Linecard Status: success

Feature Status:
---------------
Write-Acceleration enabled
Write-Acceleration Buffers: 1024
Configuration Status: success

Statistics enabled
Configuration Status: success

デフォルト設定
Table 2:デフォルトのファイバチャネル書き込みアクセラレーションパラメータ , on page 19
に、ファイバチャネル書き込みアクセラレーションパラメータのデフォルト設定を示します。
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ファイバチャネル書き込みアクセラレーションを構成

デフォルト設定



Table 2:デフォルトのファイバチャネル書き込みアクセラレーションパラメータ

デフォルトパラメータ

無効（Disabled）ファイバチャネル書き込みアクセラレーション

1024ファイバチャネル書き込みアクセラレーションバッファ
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ファイバチャネル書き込みアクセラレーションを構成

デフォルト設定
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ファイバチャネル書き込みアクセラレーションを構成

デフォルト設定



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


